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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月9日(2011.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投射画面に画像を投射表示することが可能なプロジェクタであって、
　前記画像の投射表示された前記投射画面に、人間の目視で認識できない投射光にて、コ
ード化された情報を含む特定画像を投射表示することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクタにおいて、
　前記投射光は、赤外光であることを特徴とするプロジェクタ。
【請求項３】
　投射画面に画像を投射表示することが可能なプロジェクタであって、
　前記画像の投射表示された前記投射画面に、人間の目視で認識できないようなタイミン
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グで、コード化された情報を含む特定画像を投射表示することを特徴とするプロジェクタ
。
【請求項４】
　請求項３に記載のプロジェクタにおいて、
　前記投射画面に前記画像を投射表示する際、ｎ（ｎは６０以上）フレームに、１フレー
ムの割合で、前記特定画像を投射表示することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項に記載のプロジェクタにおいて、
　前記特定画像は、２次元コードであることを特徴とするプロジェクタ。
【請求項６】
　コード化された情報を含む特定画像を人間の目視で認識できないように投射表示するプ
ロジェクタとネットワーク接続可能な画像表示制御装置であって、
　前記プロジェクタとの通信を行うネットワークインタフェース部と、
　前記特定画像を含む投射画像を撮像して、撮像画像データを出力する撮像装置と、
　前記出力された撮像画像データを受け付け、該撮像画像データに前記コード化された情
報が含まれているかチェックするＣＰＵと
　を備え、
　前記ＣＰＵは、前記撮像画像データに前記コード化された情報が含まれている場合に、
前記撮像画像データから前記コード化された情報を取得し、該取得した情報に基づいて、
前記ネットワークインタフェース部を用いて前記プロジェクタとのネットワーク接続を確
立することを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の画像表示制御装置において、
　音声出力部を更に備え、
　前記ＣＰＵは、前記撮像画像データから前記コード化された情報を取得した場合に、前
記コード化された情報を取得したことを示す確認音を前記音声出力部に出力させることを
特徴とする画像表示制御装置。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載の画像表示制御装置において、
　前記ＣＰＵは、前記プロジェクタと前記ネットワーク接続を確立すると、前記ネットワ
ークインタフェース部を介して、前記画像表示制御装置が備える記憶領域に格納されたコ
ンテンツデータを前記プロジェクタに伝送することを特徴とする画像表示制御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】プロジェクタ及び画像表示制御装置
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